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 プロジェクトの実施概要  

①プロジェクトの目的 

本プロジェクトの長期的な目標は，脱生産主

義時代における地方都市およびその周辺地域

における住民のライフスタイルと産業のあり

方のモデルを提起することにある．冷戦体制

下での軽武装・経済発展重視という日本を取

り巻く国際環境と，その下で推し進められて

きた経済成長至上主義は，思考様式のレベル

でなお人々を強く規定している．実際には，

それを支えてきた客観的枠組みが，大きく変

化している現状があるにもかかわらず，産学

官を問わず，その前時代的思考様式からの転

換は容易ではないようである． 

他方，消費社会論・マーケティング論の領域

においては，消費のあり方という視点からで

はあるが，この脱生産主義社会を見据えた議

論が盛んになされている．生産主義的な消費

社会のあり方の限界は，茨城県県北地区に代

表されるような，人口減少・過疎化に直面し

ている地域においてより顕著に露呈している

にもかかわらず，残念ながらそれを見据えた

本格的な議論は今日なお極めて低調である． 

そこで本プロジェクトでは中期的な視点とし

て，１）地域社会における人材のデータベー
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ス化とネットワーク化を進めつつ，２）食・

宿泊へと集約される地域社会の文化的資源の

創造をめざし，それを３）観光学，社会学，

地理学，歴史学といった大学の持つ知的資源

を動員しながら，脱生産主義時代における住

民の新たなライフ・スタイルと産業構造とし

て学問的な言説化を図ることを目標とする．

そして本申請プロジェクトという短期的な枠

組みにおける具体的な活動として，フュージ

ョン・ダイニングの企画・準備・実施を予定

している．フュージョン・ダイニングとは，

県内のレストラン・ホテル事業者からなる任

意団体であるクラブガストロノミー・茨城の

メンバーが企画段階から協働し，特別な形式

の食の機会を提供するイベントである．そこ

には共同で開発したメニューも含まれる． 

 

トキ消費 

消費社会論の領域では，生産力至上主義の時

代に対応する人々の消費形態として「モノ消

費」，そしてその派生形態である「コト消費」

が主流であったことが指摘されている．それ

が脱生産主義社会への移行にともない「トキ

消費」に価値を置く人々が増えていくという．

「トキ消費」とは，簡単に言ってしまえば「い

まだけ， ここだけと言う価値観の下，他の消

費者による再現性の低い「トキ」の過ごし方

そのものに価値を見出す」行為である．この

トキ消費に価値を置く消費者は，その場，そ

の時のみ消費可能な「ライブ空間」を消費す

る事で他人との差別化が図られると考えてい

るという．またこの差別化は，単にそのライ

ブ空間に身を置くだけではなく，「参加」する

者同士で成立する共同性（=仲間意識，帰属

感） ，そしてその盛り上がりに「貢献」して

いるという実感によって補強されているとい

う． 

 

イミ消費 

トキ消費は，マズローの言う社会的欲求や承

認欲求を消費行動によって充足しようとする

行為を言い換えることができるかも知れない．

しかしながら消費社会論は，それに飽き足り

ず，他人や社会，環境に配慮した形での消費

を志向する消費者の存在も指摘している．社

会学者の間々田孝夫は，「意識的か否かを問わ

ず，自然および社会に対する負の影響を回避

し，その安定に資するような消費行為を行な

う」消費者の存在を指摘している．彼らは，

商品・サービス自体の機能だけではなく，そ

れらに付帯する社会的・文化的な「価値」に

共感しているのである．そうした価値として

挙げられるものとして「環境保全」，「地域貢

献」，「公正さ」，「歴史・文化伝承」，「健康維

持」「地産地消」などがある．こうした消費の

あり方は，自らの消費行動の意味を問うとい

う文脈で「イミ消費」と呼ばれている． 

 

ヒト消費 

トキ消費やイミ消費が，消費者によって消費

される「対象」に着目した議論である一方で，

そのトキやイミの「発信者」に着目した議論

も存在する．それまでの消費のあり方と比較

して，トキ消費やイミ消費は，消費者の側の
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「参加」，「貢献」，社会的・文化的価値への「共

感」に裏打ちされた「再現性の低さ」を特徴

としている．こうしたタイプの消費が向かう

消費対象の特徴を突き詰めていくと，それは

ある特定の地域に暮らす個人ないし社会集団

の「生き方そのもの」に行き着く．そうした

人や集団が持つ魅力や物語そのものをエンタ

ーテインメントとして捉え，それを消費する

行動を，消費文化論者の廣瀬涼は「ヒト消費」

と呼んでいる．それは具体的には，クラウド

ファンディングや「推し活」に代表されるよ

うな「応援消費」と消費対象となる人物や集

団が辿った歴史それ自体を感動や娯楽とする

「物語消費」という形態をとるという． 

地域社会における人々の生き様そのものが，

唯一無比の再現性の低い消費対象として珍重

されるという皮肉な事態が出現しているので

ある．他方，地域社会や経済の活性化を当初

の目的として行われてきた地域住民や事業者

同士のネットワーク化・協働それ自体が，外

部から見れば最先端の消費対象となるという

極めて興味深い事態が現在進行形で進んでい

るのである． 

 

②連携の方法及び具体的な活動計画 

本プロジェクトには，茨城大学と県内のレス

トラン・ホテル事業者からなる任意団体であ

るクラブガストロノミー・茨城およびその協

力事業者，そして茨城県県北新興局，高萩市

および高萩市教育委員会が参加している． 

本年度の具体的な活動の中心には，食文化・

滞在型文化型の事業モデルとしてのフュージ

ョン・ダイニングの企画・準備・実施がある．

またその準備には，イベントそのものの準備

だけではなく，前述したような社会構造その

のもの長期的な変化とそれに伴う消費形態の

変化についての洞察も含まれている．そのた

めこうした視点を体系的に学ぶことを目的と

したワークショップの開催も予定している． 

プロジェクト全体の企画・立案には，クラブ

ガストロノミー・茨城，高萩市教育委員会生

涯学習課，茨城大学の中田・小原が参画し，

その統括には中田があたる予定である．イベ

ント全般の運営は，クラブガストロノミー・

茨城に参加している事業者があたり，それに

協力者として日立，水戸，高萩などの事業者

も参画する予定である． 

会場となる高萩市穂積家住宅を管轄する高萩

市教育委員会生涯学習課は，会場の使用全般

にわたって協力して頂く予定である．また広

報活動においても生涯学習課に協力して頂け

ることになっている．また高萩市観光協会は，

イベントに際して高萩市内の特産品の展示に

関して協力を頂く予定である．またイベント

のテーマに高萩出身の地理学者である長久保

赤水を据えたが，彼にゆかりの資料を多数所

蔵する高萩市歴史民俗資料館からの協力も得

ている．イベントに際して資料館の館長より，

参加者に対して講演を行って頂く予定である． 

県北振興局には，企画・運営全般にわたって

助言を頂く予定である．また高萩市以外の市

町村に対する広報活動の展開について，協力

を頂くことになっている． 

 

③期待される成果 

プロジェクトの目的においての部分で述べた

ように，地域活性化の観点から行われる事業

者，生産者間のネットワークの構築と協働そ

のものが，消費論の観点からみた場合，「ヒト

消費」という最先端の形で差別化がなされた

魅力的な消費の対象となっている．そこで以

下に列記する個々の項目は，地域活性化策で

あると同時に，観光振興策の側面を持ってお

り，さらに近年「交流人口」といった概念で

把握される，新しいタイプの人々のネットワ

ーク・コミュニティ形成の触媒にもなってい

る事実も特筆しておきたい． 

・地域社会における人材を含めた文化的資源

のデータベース化とネットワーク化 
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・地域社会の活性化のために風土，伝統，文

化資源の動員・ネットワーク化が有効である

ことを実証的に示す． 

・こうした資源・ネットワークの可視化のた

めの作業として食文化・滞在型文化型の事業

として提示することが有効であることを示す． 

・活動を通して得られた知見を，大学教育・

市民教育を通して学生，市民に理論化して提

起することにより，学生・市民が活動の主体

となることができるような意識を涵養する． 

・観光学，社会学，地理学，歴史学といった

大学の持つ知的資源を利用しての地域活性化

策の再定義ならびに方向性の検討 

・地域社会・地域外社会への事業の情報公開  

 

 プロジェクトの実施成果  

① 活動実績 

これまで述べてきたような理念を実際の活動

の中にどのように落とし込んでいくのかとい

う点が，本プロジェクトの主要な関心事とな

る. 

その最も中心にある活動が，社会実験として

のフュージョンダイニングとその準備作業と

いうことになる． 

 

計画の変更 

当初の計画では，10月末につくば地域でのフ

ュージョン・ダイニングの実施を計画してい

た．しかしながら水回りの状況，雨天時の対

応の困難さといった当該施設（つくばワイナ

リー）の設備面でのハードルの高さから，７

月中に一旦計画を練り直すことになった．そ

の間，新型コロナウィルスの感染状況の拡大

とそれに伴う茨城県独自の緊急事態宣言や，

まんえん防止等重点措置の発令により，11月

から 2月にかけてイベントを実施することは

困難であると判断し，３月末に実施する方向

に軌道修正した．その後，3月 26日，27日の

二日間にわたって，茨城県指定文化財である

高萩市の穂積家住宅を会場に，フュージョ

ン・ダイニングという形で，ランチ形式のイ 

ベントを実施した． 

 

トキ消費の側面 

江戸時代の高萩という土地に根ざした豪農の

邸宅を舞台に，そして同じく高萩という土地
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を代表する豪農の出身である長久保赤水とい

う学者を題材に，そして赤水に由来する江戸

時代の食に関する古文書を読み解くという形

で組み立てられたランチ形式のイベントは，

マーケティング論の領域で昨今注目されつつ

ある「トキ消費」の側面を全面的に意識して

企画されたものである．江戸時代から伝統を

直接的に体感できる空間において，その地域

文化を意識的に継承しつつ，発展させた料理

を楽しむという経験は，トキ消費を構成する

非再現性，参加性，貢献性を高萩という空間

によって実現するものである．またここでい

う消費者の参加性というニーズを満たすこと

は，農業生産者や事業者といった地域社会に

おける活動の主体と消費者とを結び付け，新

たな形の人々のネットワークや一体感・連帯

意識を形成していく可能性を内包している． 

 

イミ消費の面 

フュージョン・ダイニングはその企画段階か

ら，近隣の地域において安全性に特に配慮し

た生産された食材の利用，伝統的な調理方法

が持つ特徴・利点の積極的な利用等を意識的

に心がけてきた．そこには，食というメディ

アを通して，生産者は当然として，文化的・

歴史的な意味で地域社会全体をプレゼンした

いという思いが内包されている．そこにはガ

ストロノミー・茨城参加者の地域で生きる主

体としての地域社会の再生に向けた真摯な思

いが存在しているが，それは同時に「地産地

消」，「持続可能型社会」，「地域貢献」といっ

たイミ消費が敏感に反応する価値を結果的に

含んでいる．さらにガストロノミー・茨城の

こうした活動とそのネットワークそのものが，

応援消費・物語消費という形でのヒト消費を

引き起こしている． 

こうした観点を意識した戦略の展開いかんに

よっては，人口減少による過疎化の進展，産

業の衰退といった，生産主義的な観点からこ

れまで魅力度が低いと考えられて来た地域の

意味づけを大きく変えていく可能性を持って

いると言える． 
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② プロジェクトの達成状況 

上記のような理念を背景とした準備作業は，

関係諸団体との連携という観点からも概ね順

調に進んだと評価できる． 

フュージョン・ダイニングの参加者募集を 2

月上旬から茨城県内と首都圏において行った

が，両日とも定員（計 40名）を越える応募が

あった．そのうち首都圏からの応募が全体の

20％ほどを占めていた．そこには，広報活動

の方法と重点の置き方といった検討すべき要

素が多々あるが，脱生産主義的価値は，すで

に一定程度日本においても定着しつつあると

評価して良いのかも知れない．またこうした

試みへの反響の地域的な差違といった点も社

会実験を行う上での関心事であったが，想像

以上に県内在住者からの反応が大きかった．

実際のイベントも，大盛況のうち，事故もな

く予定通り実施された．参加者の属性の詳細

な分析は，今後行うとして，多様な形でのネ

ットワークがイベント運営者と応募者，そし

て地域内外の他の事業者間に存在している可

能性が示唆される．それはクラブガストロノ

ミー・茨城加盟事業者と日常的な取引関係の

ある事業所や生産者が，イベントを実施する

ことを機会に，様々な形での無償協力の申し

出がなされてきたことにより可視化された．

こうして可視化されたネットワークは，本プ

ロジェクトの統括者も事前には全て把握でき

ていなかった規模に及んでおり，その潜在的

な可能性はかなり高いと想像される．またイ

ベント参加者の中には，実施主体であるクラ

ブガストロノミー・茨城の加盟店舗ではなく，

そのネットワークに組み込まれている事業者

からの呼びかけによって参加を決めた方もお

り，こうした事実は我々の想定を裏付けてい

るといえる．また全くの偶然であるが，今回

のイベントのコンセプトの中心に据えた長久

保赤水の末裔にあたる方たちからの参加応募

があった．伝統という要素を意識的に組み込

んだイベントのメッセージが直接的に反響を

呼んだ例として特筆しておきたい． 

 

③ 今後の計画と課題 

最初に述べたように，本プロジェクトは脱生

産主義社会におけるライフスタイルと産業構

造のあり方の模索という，時間軸として極め

て長い問題関心を基礎にしている．そのため

の来年度以降も同様のイベントを実施する形
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で，自治体その他の当事者の意識および組織

間の関係性の変化を長期的に観察して行く必

要があると考えている．また消費者の意識変

化の動向も把握していきたい． 

また本プロジェクトが重視する新しい消費社

会のあり方について，群馬県産業経済部観光

魅力創出課も同様の視点から関心を持ってお

り，クラブガストロノミー・茨城はその先進

的な試みとして，活動事例の紹介の場の提供

を依頼された．それに対して中田が現地に赴

き講演を行ったこと．同様の視点から日本農

業新聞も本会の活動に関心を示している．中

田が取材を受ける形で，会の活動は『広がる

「美食学」 地域振興に活用しよう』（2022

年 2月 20日）という記事で紹介されたことも

特筆しておきたい． 

またイベント当日の参加者の中に那須塩原地

域の宿泊業経営者および東京のレストラン経

営者が含まれていた．イベント終了後の懇談

の中で，彼らは本プロジェクトが目標とする

ような行政主導，地域経済団体主導ではない，

地域内の諸団体間の自発的なネットワーク構

築の試みに強い関心を示しており，極めて先

進的な事例として我々を高く評価しているこ

とがわかった．加えて NHK水戸放送局および

つくば FM，FM高萩からの取材も受けた． 

  

資金面 

最後に資金面について少し述べておきたい．

このプロジェクトは運営にあたってクラブガ

ストロノミー・茨城と茨城大学の２つが主た

る資金の出所であった．大学の資金は国民の

税金を出所とするがゆえに，そのアカウンタ

ビリティが要求されるという事情に配慮しな

くてはならないということは当然である． 

なお最後に今回のプロジェクトにあたって，

多方面からの御支援を頂いた高萩市・高萩市

教育委員会にはこの場をお借りした御礼を申

し上げさせて頂きます． 
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